
肝臓の特徴は？	


「沈黙の臓器」	


肝細胞の大部分が壊れてしまうまで、	

自覚症状があらわれにくい！	


◆がまん強い，がんばりやさん	

　自覚症状が出にくい！！	

◆症状が出る前にいたわることが大切！	


本当なの？	




腹部 CT	


B型肝炎に罹患してい
たのに	


受診せずにいた50歳
台の女性の患者さん	


偶然に右のような肝
臓癌が発見	


Ｂ型肝炎の治療をし
ていれば。。。	


本当です	




当院の肝がん生存曲線
です。 
検診を受けてない飛び込
み群の予後が非常に悪
い！ 
慢性肝疾患の状態で早
期受診・早期治療を行え
ば、発癌抑制も可能であ
る。	
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(A) 当院経過観察群	


(B-1) 他院経過観察群	


(B-2) 飛び込み群 　

                                         1生率　 　2生率	

(A) 当院経過観察群　　　　92.2%　　73.1％	

(B-1) 他院経過観察群　　  76.2%     69.2% 
(B-2) 飛び込み群              66.2%     41.5% 
	




◆　患者さんやそのご家族への情報提供及び、疾患へ　	
  
        の不安を精神的にサポートし、疾患や治療に対す	

        る不安の払拭、 治療に対するモチベーションの向	

 　　上を目的とする	

　　	

　　　　　　　肝疾患は治る時代になりました。	

	
  
◆　病診連携と併せた院外への積極的な働きかけ、啓	
  
        蒙活動を行い、肝疾患治療を促進して	
  

　　　　　　　　　　　肝がん撲滅　　　　	
  
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  を目的とする	
  

肝臓病教室運営チームって何？	




スタッフの構成�
　医師・薬剤師・管理栄養士・臨床工学士�
　　　　　　　　　　　　・看護師・医事課　計12名�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
①　月1回以上のミーティング・肝疾患の勉強会を開催�
�
②　年3回の肝臓病教室・セミナーの開催�
�
③　肝臓病教室・セミナーのアンケート集計、検討�
�
④　各学会、研究会の�
　　　　　参加、発表、講演�
　　　�
　　�
�



対象者　　　当院受診中の患者と家族�

　　　　　　肝疾患連携パスより案内�

参加方法　　事前申し込みを中心に、当日の参加も可能　�

　　　　　　現在は申し込み人数制限なし�

　　　　　　当院に申し込み用紙設置、ホームページに掲載�

教室の内容　前半は各担当による講義�

　　　　　　後半は希望制による懇談会�

　　　　　　懇談会では当日の人数により７～８名程に分か�

　　　　　　れて、日常生活の問題点・現在行っている治療�

　　　　　　や副作用などテーマを決めずに情報交換を行う。�

　　　　　　懇談会にはスタッフも一緒に入り、必要に応じ�

　　　　　　質疑応答するが、患者さんや家族が中心となり�

　　　　　　活発に情報交換が行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�



n 写真	


肝臓病教室�
各担当の講義�

肝臓は沈黙の臓器です！で
すから・・・	


食事で気を付けていただき
たいのは・・・	




教室では、毎回テーマに合わせた講義内容を検討し、 
資料を作成、配布しています。	




肝臓病	
 セミナー	


検診を受けて
みよう	


インターフェロンを
受けよう	


新潟ユニゾンプラザ	

　３０８名の参加	




                      　　　肝臓病教室発足の経緯	

 	


平成２０年  １０月　　　　慶応義塾大学病院　肝臓病教室見学	

	

　　　　　      １１月　　　　当院教室立ち上げMeeting開始	

　　　　　      　　　    目標テーマは「肝がん 撲滅」で一致。運営方針を固める	

	


　　                                    院内での活動状況　( 参加人数　　　懇談会人数 ）	

　　　　　　　　　　　                                   	

平成２３年  ３月７日　　　 第１回肝臓病教室開催 　　　　１１７名　　　　　１４名	


                      	


　　　　　　１１月６日　　　  第６回肝臓病教室開催　　　　 １８５名　　　　　２６名	


	
  

　　　　　　７月１１日　　　  第２回肝臓病教室開催 　　　　１５４名 　　　　　不明	


　　　　　１０月３１日　　　  第３回肝臓病教室開催　　　　 ２１９名　　　　　２９名	


平成２２年  ３月１３日　　 第４回肝臓病教室開催 　　　　２２５名　　　　　２６名 

                   ７月３日　　　  第５回肝臓病教室開催 　　　　２０８名　　　　　２９名        	


　　　　　　３月１９日　　　  第７回肝臓病教室開催 　　　　１９０名　　　　　２０名	


　　　　　　７月３０日　　　  第８回肝臓病教室開催　　　　 １８０名　　　　　２８名                	

 	




院外での活動状況	


平成２２年　２月　６日　　　第７回東京肝疾患患者指導研究会　特別講演	


　　　　　　    ３月２７日　　　第３４回リバーカンファレンスにて発表	


　　　　　　　 ９月１０日　　　平成２２年度新潟県肝疾患診療従事者講演会
（ANA）にて講演	


　　　　　　 １１月２６日　　　平成２２年度新潟県肝疾患診療従事者講演会（上
越）にて講演	


　　　　　　 １２月　２日	


　　　　　　　　　 ～３日　　　第３８回日本肝臓学会東部会にて発表 

平成２３年  ３月１２日　　　リバーカンファレンスにて発表	


　　　　　　　 ７月１５日　　　平成２３年度新潟県肝疾患診療従事者講習会（朱
鷺メッセ）にて講演	


                 １１月１９日　　　肝臓病セミナー（新潟ユニゾンプラザにて）	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者３０８名	




HIROBA 2010年春号　掲載  
「肝臓がん撲滅を目指して　チーム医療としての肝臓病教室」	




Medical View Point 2011.11.10 号　掲載  
成功する地域連携とは？	




今後も病診連携と併せた活動を行い、 
肝がん撲滅を目指します！	



